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scape w

ith
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新
・
歴
史
の
見
え
る
風
景

（
幕
末
に
は
鉄
砲
製
造
所
も
置
か
れ
た
勝
山
街
道
の
起
点
）

鉄砲製造所
跡に建立さ
れた川上神
社

芝原用水に架かる荒橋。欄干は特徴ある
デザインとなっている

追分三叉路
左が勝山街
道、右は永
平寺へ

志
比
口
と
勝
山
街
道
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ソ

バ

ー

ル

福
井
商
工
会
議
所
で
は
そ
ば
と
バ
ー
ル
︵
酒
場
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｒ
参
加
店
舗
か
ら
店
主
お
す
す
め
の
逸
品
そ
ば
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　

江
戸
期
の
福
井
城
下
に
は
、
域
外
に
通

じ
る
「
福
井
七
口
」
と
称
さ
れ
る
出
口
が

あ
り
、
代
表
的
な
も
の
に
、
大
聖
寺
方
面

に
向
か
う
加
賀
口
、
府
中
（
武
生
）
に
向

か
う
赤
坂
口
（
大
橋
口
）、
大
野
に
向
か

う
勝
見
口
、
三
国
に
向
か
う
牧
野
島
口
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

志
比
口
も
そ
の
一
つ
で
、
松
岡
、
勝

山
、
永
平
寺
に
向
か
う
勝
山
街
道
の
起
点

と
な
っ
て
い
た
。
勝
山
街
道
は
、
福
井
城

下
の
生
命
線
と
も
い
う
べ
き
芝
原
用
水
に

沿
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
用
水
取
得
口

の
あ
る
松
岡
ま
で
は
、
並
行
し
て
い
た
。

　

起
点
と
な
る
志
比
口
の
芝
原
用
水
に
か

か
る
荒
橋
は
、
松
本
通
り
か
ら
進
む
と
、

新
幹
線
等
の
高
架
を
過
ぎ
た
直
ぐ
の
と
こ

ろ
で
、
川
上
神
社
の
斜
め
前
に
あ
る
。

　

昭
和
27
年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
竣
工
し

て
い
る
。
県
内
で
は
、
昭
和
20
年
代
に
は

ま
だ
５
割
が
木
製
の
橋
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
急
速
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
永
久
橋

化
が
す
す
む
。
こ
の
時
期
、
松
岡
ま
で
の

道
路
の
改
修
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
合
せ
て
の
橋
の
架
替
え
で
あ
っ
た
。
橋

の
親
柱
に
は
、「
荒
橋
」「
芝
原
用
水
」「
昭

和
二
十
七
年
三
月
竣
功
」
な
ど
の
文
字
が

読
み
取
れ
る
。

　

明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
、
こ
の
街
道

に
乗
合
馬
車
が
運
行
さ
れ
、
荒
橋
詰
の
待

合
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
「
茶
所
」
は
賑

わ
い
、
人
力
車
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
大
正
３
年
京
都
電
灯
に
よ
り
新
福

井
～
市
荒
川
間
に
越
前
電
鉄
が
開
業
し
、

勝
山
、
大
野
へ
延
伸
す
る
と
、
乗
客
は
電

車
へ
と
移
り
、
馬
車
運
行
は
廃
止
と
な
っ

た
。
電
車
は
、
現
在
は
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

勝
山
永
平
寺
線
」
と
な
り
、
荒
橋
詰
め
に

は
福
井
口
駅
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
地
は
幕
末
に
福
井
藩
が
洋

式
鉄
砲
製
造
所
を
設
け
た
所
で
も
あ
る
。

大
規
模
な
製
造
所
の
必
要
性
が
高
ま
り
、

安
政
４
年
11
月
、
藩
士
の
佐
々
木
権
六
を

頭
取
、
三
岡
八
郎
を
副
と
し
て
、
銃
器
生

産
に
取
り
組
ん
だ
。
敷
地
１
、４
０
０
坪
、

建
物
３
０
０
坪
で
、
動
力
と
し
て
は
用
水

を
利
用
し
た
水
車
を
活
用
し
た
。
閉
鎖
す

る
ま
で
に
小
銃
約
七
千
挺
を
製
造
し
た
と

伝
わ
る
。
現
在
そ
の
跡
地
に
は
川
上
神
社

が
松
岡
か
ら
移
さ
れ
、建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

勝
山
街
道
は
、
こ
の
荒
橋
か
ら
、
芝
原

用
水
に
そ
っ
て
東
進
す
る
。
現
在
の
松
岡

菅
谷
線
（
以
下
新
道
と
表
記
）
に
並
行
し

て
お
り
、
道
路
は
改
良
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
当
時
の
街
道
筋
を
辿
る
こ
と
が
で
き

る
。
途
中
で
新
道
と
重
な
り
な
が
ら
進
む

と
、
上
中
町
の
交
差
点
か
ら
は
再
び
昔
の

面
影
が
残
る
旧
道
が
残
り
、
さ
ら
に
進
む

と
、
永
平
寺
道
へ
の
追
分
分
岐
点
に
到
達

す
る
。
こ
こ
に
は
、
永
平
寺
道
へ
の
道
標

が
残
さ
れ
て
お
り
、
三
叉
路
に
は
古
い
標

柱
も
置
か
れ
て
い
る
。
勝
山
街
道
は
、
こ

の
分
岐
点
を
左
に
進
み
、
一
度
新
道
に
出

た
後
、
島
橋
地
区
で
再
度
旧
道
に
入
り
松

岡
に
向
か
う
。　
　
　

 （
文　

奧
山
秀
範
）


